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　ここで，，  から　

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講評

　平面ベクトルの問題としては，基本的な問題．始点を決めてつのベクトルを用いて表

すという，ベクトルの原則に忠実に従っていけばよい．ベクトルの問題で，角度が出てき

たらベクトルでは内積を利用というのも原則的な解法，この問題は落とせない．
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